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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和４年12月末現在
　男　15,605人
　女　15,493人
　総人口　31,098人
　世帯数　13,382世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合
　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№126　スイカズラ

（マツムシソウ目　スイカズラ科）
学名 Lonicera japonica 

写真・文　 安　昌美

Thunb.

さくらこども園ちびっ子アート

　せきみず　ゆうすけ （６歳）
「冬の家」 「冬の家」

　おぬま　すず （６歳）

▼
ス
イ
カ
ズ
ラ
と
は

　

ス
イ
カ
ズ
ラ
は
、
山
野
か

ら
路
傍
に
生
え
る
木
質
の
つ

る
植
物
で
、
若
枝
に
は
毛
が

密
生
し
て
い
ま
す
。
葉
は
対

生
で
常
緑
か
ら
半
常
緑
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
茨
城
町
で
は

常
緑
で
す
。
冬
の
葉
は
少
し

黒
み
を
帯
び
、
裏
面
に
巻
き

込
ん
で
い
る
感
じ
に
な
り
ま

す
。

　

花
は
５
〜
７
月
に
開
花

し
、
白
色
か
ら
黄
色
に
変
化

し
ま
す
。
開
か
な
い
筒
状
の

時
に
は
淡
紅
色
を
帯
び
ま

す
。
５
個
の
お
し
べ
が
目
立

ち
、
め
し
べ
は
１
個
で
す
が

長
く
突
き
出
て
い
て
、
柱
頭

は
最
初
、
緑
色
を
帯
び
て
い

ま
す
。
写
真
は
５
月
末
撮
影

の
も
の
で
す
。
ス
イ
カ
ズ
ラ

は
比
較
的
大
き
な
花
の
た

め
、
観
察
に
は
適
し
て
い
ま

す
。
素
朴
で
優
し
い
、
甘
い

香
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

果
実
は
緑
色
を
し
て
い
ま

す
が
、
熟
す
る
と
黒
く
な
り

ま
す
。

　

国
内
で
は
北
海
道
南
部
か

ら
本
州
・
四
国
・
九
州
・
沖

縄
と
広
く
分
布
し
、
国
外
で

も
朝
鮮
半
島
、
中
国
な
ど
東

ア
ジ
ア
一
帯
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア

メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

に
帰
化
し
、
ア
メ
リ
カ
東
部

で
は
外
来
植
物
と
し
て
繁
茂

し
、
嫌
が
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

▼
ス
イ
カ
ズ
ラ
と
い
う
名
前

　

日
本
名
の
ス
イ
カ
ズ
ラ

（
吸
い
蔓
）
は
、
花
に
あ
る

蜜
を
吸
う
と
き
の
唇
の
形
に

花
冠
が
似
て
い
る
こ
と
が
由

来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
別
名

で
あ
る
ニ
ン
ド
ウ
は
漢
名
の

「
忍
冬
」に
由
来
し
て
お
り
、

薬
学
関
係
で
は
こ
ち
ら
が
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

見
出
し
の
学
名
で
植
物
学

的
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
１

７
８
４
年
に
医
師
・
植
物
学

者
の
ツ
ン
ベ
ル
ク
が
記
し
た

「
フ
ロ
ラ
・
ヤ
ポ
ニ
カ（
日

本
植
物
誌
）」が
最
初
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ン
ベ
ル
ク
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
生
ま
れ
、
ウ
プ
サ
ラ

大
学
の
リ
ン
ネ
の
も
と
で
医

学
と
植
物
学
を
学
び
ま
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
に
医
者
と
し
て
勤
務
し
、

日
本
に
は
鎖
国
中
で
あ
っ
た

江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館

付
医
師
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。
リ
ン
ネ
の
高
弟※

で

あ
っ
た
彼
は
、
喜
望
峰（
ア

フ
リ
カ
）と
日
本
の
植
物
を

研
究
し
た
と
さ
れ
、
１
７
７

５
年
８
月
に
長
崎
に
着
き
、

翌
１
７
７
６
年
10
月
に
は
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
戻
っ
て
い

ま
す
。

　

鎖
国
中
の
日
本
で
は
自
由

に
出
歩
け
な
か
っ
た
た
め
、

出
島
で
飼
っ
て
い
る
家
畜
用

に
毎
朝
運
ば
れ
て
く
る
飼
葉

用
の
植
物
を
検
分
し
、
標
本

を
作
製
し
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
江
戸
参
府
を
利
用
し

て
、
長
崎
以
外
の
植
物
も
見

て
い
ま
す
。
彼
の
著
し
た

「
フ
ロ
ラ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
」
に

は
、
８
１
２
種
の
植
物
が
日

本
に
産
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

※

高
弟…

弟
子
の
中
で
も
特
に
優

　

れ
た
も
の


